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中
山
町
長

佐
藤
　
俊
晴

町の元気な企業を紹介

細谷ハサミ製作所

代表者　細谷　啓
設　立　昭和４７年１２月
所在地　中山町長崎４６３５－４（梅ヶ枝町）
連絡先　電話 ０２３－６６２－２５９７
　　　　FAX ０２３－６６７－９４０８

業務内容：ハサミ製造、おろし、修理

ものづくりへの情熱 !

　細谷さん渾身の作品の一部。
　全て手作りということで、１本１
本が微妙に違う貴重な１点ものです。

◇細谷啓さんの声。

わ
が
町
に　

現
在
１
５
０
戸
以
上

の
ア
キ
ヤ
が
生
息
し
て
い
る

あ
の
戸こ

も
こ
の
戸こ

も　

人
間
が

造
っ
た
生
き
物
で
あ
る

た
だ
、自
ら
動
く
こ
と
は
で
き
な
い

静
か
に
佇
た
た
ずん

で
い
る

彼
ら
に
は
歴
史
と
文
化
の
匂
い
が
す
る

た
だ
、
時
が
進
む
に
つ
れ
病
ん
で
く
る

決
し
て
死
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い

確
か
に
疲
れ
果
て
て　

地
（
自
然
）
に
戻
ろ
う
と
し

て
い
る
戸
も
い
る

い
や　

ま
だ
ま
だ
こ
の
地
に
根
付
い
て
頑
張
ろ
う
と

し
て
い
る
戸
も
い
る

造
る
と
き
は
大
き
な
夢
を
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
た
の
に

い
ま　

ア
キ
ヤ
が　

泣
い
て
い
る

む
か
し　

誰
が
は
じ
め
に
家
を
造
っ
た
の
だ
ろ
う

ど
ん
な
人
た
ち
が
住
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う

子
ど
も
た
ち
は
ど
こ
で
遊
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う

人
々
の
生
活
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
…
？

ま
ち
は　

進
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か

私
た
ち
は　

ま
ち
に
育
て
ら
れ
て
き
た

ま
ち
の
人
々
に
育
て
ら
れ
て
き
た

い
ま　

ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
あ
の
戸
に
も
こ
の

戸
に
も

も
う
一
度　

息
づ
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
い

も
う
一
度　

彼
ら
も
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

ア
キ
ヤ
は　

ま
ち
に
と
っ
て
負
の
財
産
で
は
な
い

ア
キ
ヤ
を
元
気
に
し
て　

ま
ち
も
元
気
に
し
て

人
も
楽
し
く
な
る

ア
キ
ヤ
・
空
き
家
は　

ま
ち
の
財
産
で
す

※
お
詫
び
と
訂
正

　

�　
７
月
号
の
町
長
コ
ラ
ム
に
て
次
の
と
お
り
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）「
後
世
畏
る
べ
し
」　
（
正
）「
後
生
畏
る
べ
し
」

�

私
は
ハ
サ
ミ
職
人
を
め
ざ
し
、
山

形
市
円
応
寺
で
師
匠
に
弟
子
入
り

し
、
住
込
み
で
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

ま
で
働
い
て
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し

た
。
１５
年
間
の
修
行
を
終
え
、
実
家

に
戻
っ
て
か
ら
は
独
立
し
て
自
宅
の

製
鉄
所
で
ハ
サ
ミ
を
作
り
続
け
、
今

年
で
４４
年
目
に
な
り
ま
す
。
独
立
し

た
ば
か
り
の
頃
は
、
作
っ
て
も
作
っ

て
も
作
り
切
れ
な
い
ほ
ど
注
文
も
多

く
、
お
客
さ
ん
の
注
文
を
断
ら
な
け

れ
ば
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
は
機
械
化
が
進
み
、
注
文
件
数

も
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
依

頼
の
あ
っ
た
仕
事
は
頑
張
っ
て
こ
な

し
て
い
ま
す
。
今
で
は
剪
定
ハ
サ
ミ

を
作
れ
る
職
人
は
、
県
内
で
も
８
人

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
も
少

な
く
、
山
形
で
は
私
が
最
後
の
弟
子

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
山
形
は
剪

定
ハ
サ
ミ
の
代
表
的
な
産
地
で
、質
・

量
と
も
に
日
本
一
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
剪
定
ハ
サ
ミ
は
、
も
と
も
と
フ
ラ

ン
ス
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、
日
本
で

も
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

ま
だ
１
２
０
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
、
山
形
で
は
優

秀
な
職
人
が
多
く
誕
生
し
、
他
県
で

は
真
似
の
で
き
な
い
技
術
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
が
作
っ
た
ハ
サ
ミ
は
、
問
屋
を

通
じ
て
、
主
に
奈
良
や
京
都
、
境
、

和
歌
山
、
九
州
で
売
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
機
械
で
大
量
生
産
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
今
で
も
、
職
人
が
１

か
ら
手
作
り
し
た
ハ
サ
ミ
に
こ
だ
わ

る
人
も
い
ま
す
。
中
に
は
、私
の
作
っ

た
ハ
サ
ミ
し
か
使
わ
な
い
と
い
っ
た

お
得
意
さ
ん
も
い
ま
す
。

　
私
は
旅
行
が
趣
味
で
全
国
を
周
り

ま
し
た
が
、
旅
先
で
私
の
作
っ
た
ハ

サ
ミ
に
何
回
か
出
会
い
ま
し
た
。
九

州
や
奈
良
で
見
か
け
た
時
は
、
ハ
サ

ミ
職
人
冥
利
に
尽
き
る
感
情
を
抱
い

た
も
の
で
す
。

　
山
形
に
は
多
く
の
職
人
が
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
、
全
国
・
世
界
に
発

信
し
て
、
伝
統
技
術
を
広
め
、
後
世

に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
体
調
管
理
に
は
十
分
に

留
意
し
、
今
後
も
精
一
杯
ハ
サ
ミ
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

新議員の顔ぶれ決まる　Ｐ2～3
町議会だより　　　　　Ｐ4～11
長寿を祝って敬老訪問　Ｐ12
お知らせ版　　　　　　Ｐ16～23

玄
やしゃご

孫もかけつけ長寿のお祝い
　９月１７日、佐藤町長が数え年９９

歳以上になる方を訪問し、賀
が

詞
し

な

どを贈呈しました。

　金子ぶんさん（達磨寺）のお宅

では、ぶんさんの玄孫（ひ孫の子）

にあたる一
いってつ

撤くんもかけつけ、に

ぎやかに長寿を祝いました。

� （詳細は１２ページ）

今月の主な内容

■配布物
　 中山町表彰式および第27回健康と福祉の

フェスティバルチラシ
　ほんわ館まつりチラシ
　芸文祭チラシ
　自衛官候補生募集チラシ

２０１5
平
成
２7
年

№733
10
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９
月
１３
日
執
行　
中
山
町
議
会
議
員
選
挙

　
任
期
満
了
に
伴
う
中
山
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
９
月
８
日
告
示
、

１３
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
、
定
数
１０

に
対
し
１３
名
が
立
候
補
。
５
日
間
の
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

現
職
７
名
、
新
人
３
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
選
挙
結
果
と
新
し
く
決
ま
っ
た
町
議
会
議
員
１０
名
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
議
会
」
の
し
く
み

◆
町
議
会
の
役
割

　
町
議
会
は
、
町
と
し
て
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
、
町

民
の
代
表
と
し
て
意
思
決
定
を
行
う
議
決

機
関
で
す
。
ま
た
、
町
（
執
行
機
関
）
が

行
う
行
財
政
運
営
や
事
業
が
適
正
に
実
施

さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
す
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
町
議
会
と
町
長
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
立
場
か
ら
協
力
し

合
っ
て
、
町
民
生
活
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

◆
議
長
と
副
議
長
の
仕
事

　
議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選

挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
議
会
の
代
表
者
と

し
て
会
議
を
円
滑
に
進
め
、
議
会
に
関
す

る
事
務
処
理
も
行
い
ま
す
。

◆
定
例
会
と
臨
時
会

　
定
期
的
に
開
く
議
会
を
定
例
会
、
必
要

に
応
じ
て
開
く
議
会
を
臨
時
会
と
い
い
ま

す
。
中
山
町
の
定
例
会
は
年
４
回
で
、
３

月
、
６
月
、
９
月
、１２
月
に
開
か
れ
ま
す
。

◆
本
会
議

　
本
会
議
で
は
、
提
出
し
た
議
案
に
つ
い

て
町
長
や
議
員
が
提
案
理
由
の
説
明
を
し
、

こ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、

議
会
の
意
思
を
決
め
ま
す
。
本
会
議
は
公

開
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
方
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

新
議
員
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る

■中山町議会議員選挙開票結果

新議員の皆さんを紹介

■中山町議会議員選挙結果（敬称略）

※平成１９年９月９日執行町議会議員選挙投票率 ７０．４８％

当　　選 現職　 ７人
新人　 ３人

有権者数 ９，７９６人
（男 ４，７４６人／女 ５，０５０人）

投票者数 ６，７５４人
（男 ３，２３４人／女 ３，５２０人）

投 票 率 ※６８．９５％

得票数 氏　名 党派・新旧
当 選 ８４１ 村山　　隆 無・新
当 選 ８２７ 佐東　幸治 無・新
当 選 ６７６ 堀川　政美 無・現
当 選 ６０９ 須貝　勝司 無・現
当 選 ６０９ 佐竹　英規 無・新
当 選 ４９９ 西塔いく子 共・現
当 選 ４８８ 小関　敏明 無・現
当 選 ４６３ 斎藤　眞一 無・現
当 選 ４５６ 鎌上　　徹 無・現
当 選 ４２９ 佐東　貞美 無・現

３３０ 渡邉　雅弘 無・現
２８７ 渡辺　博文 無・現
１６５ 結城　広美 無・新

共：日本共産党　　無：無所属
現：現職　　　　　新：新人

　私は子育てが安心してできる町
にするため頑張ります。同時に、
少子化対策を考え、お互いに連携
できるシステムを作ります。また、
「緑豊かな輝く故郷なかやま」、「み
んなで創る安心・安全なまちづく
り」を目指します。佐東貞美議員

　中山町の生き残りをかけた大切
な時に、国の地方創生を先取りし、
若者に夢を、高齢者にやすらぎを
与えられる「安全・安心なまちづ
くり」を目標に、行政と町民との
パイプ役になり一生懸命尽力いた
します。須貝勝司議員

　議会は町民のためにあり、町民
と共に栄える。
　町の発展と町民の幸福を一致さ
せる。
　皆様と共に、なお一層おもいや
りのある心豊かな町になるよう努
力致します。佐竹英規議員

　中山町には多くの課題がありま
す。少子化対策、介護保険料をい
かに低く抑えるか、高齢化社会で
間口除雪をどうしていくか等々、
これらの課題解決に向け、一歩で
も前進させる為に頑張ってまいり
ます。小関敏明議員

　皆様のご協力のもと、議会の一
員として町を見聞きしてまいりま
したが、町の自立にはまだまだ町
民の方々の声が必要です。皆様と
一緒になって町の自立に向け第五
次総合計画、総合戦略が早く実現
できるよう頑張ります。斎藤眞一議員

新議長新副議長

　一期４年間の経験を生かして、
座右の銘「流汗拓道」、人の為に
汗して働くの精神で取組ます。今
日の汗が明日に生きる政策を考
え、皆様と共々、「元気な町、中山」
を創るために邁進いたします。堀川政美議員

　「この町で暮らしたい、子育て
をしたい」と言われる温かい町を
目指しこれまで頑張ってきました。
新成人アンケートでは、中山町に
ずっと住みたい、子育てがしやす
い町に住みたい、どちらも１位。
若者の願いに応えたい。西塔いく子議員

　この度は、新しいステージに進
むことができ、自信と共に責任の
重さを感じております。今後の議
員活動を進める上で、皆様のご期
待にお応えすべく精進してまいり
ますので、ご指導とご支援をお願
いいたします。佐東幸治議員

　５日間の選挙運動を通して、町
民の皆様の町政に対する思いや要
望をつぶさに知ることができまし
た。私は初心を忘れず、皆様と同
じ目線で町が抱える様々な問題に、
一つ一つ全力で取り組んでまいり
ます。村山　隆議員

　これまで以上に地域に密着した
活動を行い、選挙中に皆様からい
ただいた助言、苦言をしっかりと
受け止め、「住みやすい町、住み
たい町、中山町」を目標に積極的
に皆様の声を聞き、その声を町政
に反映させていきます。鎌上　徹議員

各種委員会の委員
■総務文教常任委員会
◎小関　敏明　○佐東　幸治　　佐東　貞美
　佐竹　英規　　斎藤　眞一

■国道１１２号及び国道４５８号整備促進特別委員会
◎堀川　政美　　○佐竹　英規
　他議長を除く７名

■厚生産業常任委員会
◎鎌上　　徹　○村山　　隆　　堀川　政美
　須貝　勝司　　西塔いく子

■一級河川石子沢川整備促進特別委員会
◎西塔いく子　　○佐東　幸治
　他議長を除く７名

◎…委員長　○…副委員長

■議会運営委員会
◎須貝　勝司　○小関　敏明　　鎌上　　徹
　佐東　幸治

■中山中学校改築特別委員会
◎佐東　貞美　　○村山　　隆
　他議長を除く７名
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66億
2,164万円

依存財源
　

64％

自
主

財
源

　３6％

そ
の

他
の

経
費

　45％
義務的経費

 26％
投

資

的経費 29％

63億
2,049万円

町 議 会 だ よ り
　町議会８月定例会が８月２４日から３１日までの日程で開催され、次の内容について審議されました。

　町の一般会計と５つの特別会計の平成２６年度決算が承認されました。詳しくは、５ページのグラフ
をご覧ください。

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億７，７３６万８千円を追加し、予算総額を７０億３，７３８万１千円とし
ました。

　平成２７年度中山町特別会計補正予算（第２号）について、次のとおり可決されました。

　中山町教育委員会委員に鈴木名津子氏（あおば）を任命することについて同意を得ました。

　服部武彦氏（文新田）、橋本秀郎氏（新田町）を中山町固定資産評価審査委員会委員として選任す
ることについて同意を得ました。

・平成２７年度中山町立長崎小学校南棟外壁等改修工事請負契約の一部変更について原案のとおり可決
されました。
・平成２７年度中山町立豊田小学校空調設備改修工事請負契約の一部変更について原案のとおり可決さ
れました。

・中山町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
・中山町手数料条例の一部を改正する条例の制定
・中山町町営バスの設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定

１．平成２６年度決算の認定

２．平成２７年度一般会計補正予算（第２号）

３．平成２７年度特別会計補正予算（第２号）

５．教育委員会委員の任命

６．固定資産評価審査委員会委員の選任

７．契約の変更

４．条例の制定

補正額 補正後の予算額 主な歳出補正の内容

国 民 健 康 保 険 ９８０万４千円 １４億９，２５５万４千円 国庫負担金返還金

後 期 高 齢 者 医 療 ６９万９千円 １億１，８５２万３千円 保険料等負担金

介 護 保 険 １，７９８万５千円 １２億４０３万８千円 介護給付費準備基金積立金

農 業 集 落 排 水 １９６万４千円 ８，１５４万８千円 修繕料

公 共 下 水 道 事 業 ５７６万８千円 ４億８，７４８万４千円 補修工事等

平成26年度決算

歳入
一般会計

歳出
一般会計

町債の大幅増により26．3％の増

中山中建設事業等により26．9％の増

　平成25年度に比べ、財
産収入、繰越金、諸収
入などが減少しました 
が、国庫支出金が１１9.7% 

（３億5,746万円）、繰入金 
が３０.7%（4,855万円）、中
山中学校整備および学校
給食共同調理場整備に伴
う地方債等の増により町
債が 296.３%（ １０億３,42０
万円）と大幅に増加した
ことなどから、歳入全体
でみると、26.３%（ １３億
7,826万円）の増となり
ました。

　平成26年度の目玉事業
である中山中学校建設事
業、学校給食共同調理場
整備事業等が影響し、事
業費が前年度と比較して
44１.３%（１３億8,64３万円）の
大幅な増となっています。
　積立金については、地
域福祉基金積立金および
中山中学校整備基金積立
金の減などにより22.2%

（ 8,224万円）の減となっ
ています。
　歳出全体でみると、
前年度と比較して26.9%

（１３億３,949万円）の増とな
りました。

人件費　
7億8,０３9万円　
１2％

地方交付税
１8億2，9３5万円
27％

町債　
１３億8,３2０万円　
2１％

国庫支出金　
6億5,6１8万円　
１０％

県支出金　
2億2，458万円　
３％

地方譲与税　
4，０57万円　
１％

各種交付金　
１億2,84１万円　
2％

町税　
１０億１，5０9万円　
１5％

使用料・手数料・財産収入・
寄附金・諸収入　
8億2,77１万円　
１３％

分担金・負担金　
4,7３6万円　１％繰越金　2億6,2３7万円　4％

繰入金　2億682万円　３％

扶助費　
4億7,294万円　
7％

公債費　
4億１,597円　
7％

普通建設事業費
１7億9,27１万円　
29％物件費　

6億986万円　
9％

維持補修費　
１億１,9０4万円　
2％

補助費等　
4億7,847万円　
8％

災害復旧費 １,7１6万円

積立金　
2億8,8３０万円　
5％

投資および出資金貸付金　
6億9,78０万円　
１１％

繰出金　
6億4,785万円　
１０％
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議
員

堀
川
　
政
美

①
積
極
的
企
業
誘
致
で
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を

　
中
山
町
発
展
の
一
方
策
と
し
て
、

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創
出

が
上
げ
ら
れ
る
が
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

①
西
部
工
業
団
地
に
進
出
し
た
企
業
に

つ
い
て
、
町
に
こ
れ
ま
で
ど
の
く
ら

い
の
経
済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
現
在
、
企
業
誘
致
で
接

触
し
て
い
る
企
業
は
あ
る
の
か
。

②
役
場
庁
内
に
「
企
業
誘
致
促
進
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
る
つ
も
り
は
な
い

か
。

③
今
後
、
新
し
い
工
業
団
地
の
造
成
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

　
①
平
成
１９
年
３
月
か
ら
現
在
ま
で

給
食
セ
ン
タ
ー
を
含
め
７
社
が
進
出

し
て
い
ま
す
。
平
成
２６
年
度
末
の
進

出
企
業
の
固
定
資
産
税
は
、
用
地
取

得
後
５
年
間
の
免
税
措
置
が
あ
り
ま

す
の
で
、
免
税
期
間
が
切
れ
た
３
社

の
累
計
納
税
額
が
平
成
２６
年
度
末
ま

で
で
９
４
５
万
円
、
法
人
町
民
税
の

平
成
２６
年
度
末
の
累
計
納
税
額
は
約

３
２
６
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
８
月
に
お
け
る
雇
用
状
況

は
正
社
員
５６
名
、
契
約
・
嘱
託
社
員

等
１３
名
、
パ
ー
ト
等
３
名
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
中
山
町
民
は
１４
名
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
事
業
所
経
費
や

従
業
員
の
生
活
需
要
に
よ
る
一
定
の

経
済
効
果
が
あ
る
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
企
業
誘
致
に
結
び
付
く
よ
う

な
協
議
等
を
進
め
て
い
る
企
業
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
こ
れ
ま
で
土
地
開
発
公
社
と
商
工
担

当
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
企
業
誘
致

に
尽
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
、
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中
で

日
常
業
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考

慮
し
な
が
ら
、
現
体
制
の
中
で
誘
致

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
世
界
的
な
経
済
情
勢
、
周
辺
市
町
に

お
け
る
工
業
団
地
造
成
の
状
況
、
さ

ら
に
は
、
工
業
団
地
に
不
可
欠
な
交

通
網
と
し
て
の
国
道
１
１
２
号
及
び

４
５
８
号
の
将
来
構
想
を
見
極
め
つ

つ
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
安
心
で

き
る
福
祉
、
子
育
て
施
策
等
様
々
な

行
政
課
題
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
施
策
の
重
点
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
当
面
は
西

部
工
業
団
地
の
早
期
完
売
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

②
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

　
町
に
お
い
て
も
愛
犬
家
が
増
え
、

「
ド
ッ
グ
ラ
ン
」
を
望
む
声
が
多
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
河
川

敷
公
園
の
一
角
に
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
施

設
」
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
「
河
川
敷
公
園
」
は
、
運
動
施
設

や
修
景
施
設
等
を
主
な
用
途
と
し

て
、
町
が
国
か
ら
占
有
許
可
を
受
け

設
置
し
た
都
市
公
園
「
最
上
川
中
山

緑
地
」
で
す
が
、
そ
の
区
域
内
に

「
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
」
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
は
、
用
地
確
保
や
財
政

的
事
情
に
よ
り
極
め
て
困
難
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
ま
す
し
、
管
理
運
営
体

制
の
構
築
な
ど
の
面
で
も
大
き
な
課

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
「
河
川
敷

公
園
」
の
一
角
に
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
施

設
」
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

議
員

鎌
上
　
　
徹

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

　
町
民
は
、
役
場
に
各
種
手
続
き
や

相
談
等
に
来
庁
さ
れ
る
が
、
そ
の
際

に
は
最
大
限
の
心
遣
い
を
持
っ
て
応

対
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
各
課
に
ま
た
が
る
窓
口
対
応
は
、
現

在
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

②
窓
口
対
応
や
挨
拶
の
向
上
運
動
を
全

て
の
課
で
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

③
民
間
会
社
で
の
職
員
研
修
等
を
定
期

的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
①
役
場
窓
口
で
は
、
例
え
ば
、
転

入
・
転
出
や
出
生
・
死
亡
の
手
続
き

で
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
役
場
庁
舎
内
の
関
係
各
課
と
連

携
を
図
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
本
庁
舎
以
外
の
他
課
に
お
け
る

必
要
な
手
続
き
を
案
内
し
、
簡
易
な

申
請
書
を
お
預
か
り
す
る
と
と
も

に
、
特
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

住
民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
な
ど
も
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
交
付
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ど

こ
で
手
続
き
や
相
談
を
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方
が
役
場

へ
来
庁
し
た
場
合
な
ど
も
、
関
係
各

課
と
連
携
を
密
に
取
り
、
で
き
る
だ

け
役
場
窓
口
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
す
べ

て
の
手
続
き
が
済
む
よ
う
処
理
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
挨
拶
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

課
長
会
議
そ
の
他
、
様
々
な
機
会
を

と
ら
え
、
職
員
に
挨
拶
の
重
要
性
と

意
識
改
革
に
つ
い
て
話
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。「
窓
口
」
は
単
に
役
場
の

窓
口
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
町

民
と
接
す
る
時
の
職
員
一
人
ひ
と
り

が
「
窓
口
」
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
応

対
が
町
民
の
役
場
に
対
す
る
イ
メ
ー

一
般
質
問

ジ
を
決
定
し
、
そ
の
評
価
は
行
政
全

般
に
影
響
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
町

民
に
好
印
象
を
与
え
、
明
る
く
活
気

あ
ふ
れ
る
役
場
に
な
る
よ
う
、
職
員

の
意
識
を
高
め
、
接
遇
向
上
に
向
け

全
庁
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

③
マ
ナ
ー
・
接
遇
に
関
す
る
研
修
と
し

ま
し
て
は
、
町
が
独
自
で
行
っ
て
い

る
新
規
採
用
職
員
研
修
に
お
け
る
接

遇
研
修
及
び
民
間
企
業
主
催
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
、
村
山
地
域
や
県
が
主
催
す

る
研
修
に
お
い
て
も
、
職
員
が
マ

ナ
ー
・
接
遇
を
学
ん
で
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
必
要
に
応
じ
て
接
遇
研
修

等
を
実
施
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
町
づ
く
り
に

つ
い
て
、
２
点
伺
い
た
い
。

①
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
一
本
の
柱

の
元
に
ま
と
め
、
各
団
体
の
横
の
つ

な
が
り
も
作
り
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
事

業
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
に
し
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

②　
①
の
質
問
を
踏
ま
え
、
町
長
の
今

後
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
づ
く

り
、
町
づ
く
り
の
考
え
、
目
標
は
。

　
①
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
が

連
携
を
図
れ
る
よ
う
支
援
を
行
い
、

町
の
掲
げ
る
目
標
の
共
有
を
図
り
な

が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り
を
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
考
え
を
形
に
し
た
も
の
が
、

今
年
の
７
月
に
発
足
い
た
し
ま
し

た
「
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
」
で
す
。
こ
の
委
員
に
は
、
体
育

協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
か
ら
、
ま
た
中
山
中
学

校
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
行
政

機
関
か
ら
、
ま
た
山
形
大
学
教
授
や

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
学

識
経
験
者
の
１０
名
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
及
び
そ
の
施

策
に
つ
い
て
、
諮
問
し
て
お
り
、
こ

の
審
議
会
で
答
申
さ
れ
た
計
画
等
に

よ
り
、
中
山
町
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
活
性
化
さ
れ
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

中
山
町
を
元
気
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
、
県
内
外

に
「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
」
と
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域

資
源
と
し
た
地
方
創
生
」
を
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ゆ・ら・ら
・

総
合
体
育
館
を
中
心
と
し
た
「
元

気
の
里
」
周
辺
が
、
中
山
町
の
拠
点

と
な
る
よ
う
な
ハ
ー
ド
的
施
策
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
温
泉
・
文
化
・

農
業
等
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
策
に
よ

り
、
健
康
増
進
・
産
業
振
興
な
ど
幅

広
く
効
果
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

渡
辺
　
博
文

①
せ
せ
ら
ぎ
公
園
お
よ
び
最
上
川
河
川

敷
利
用
に
つ
い
て

　
せ
せ
ら
ぎ
公
園
お
よ
び
最
上
川
河

川
敷
利
用
に
つ
い
て
、
２
点
伺
い
た

い
。

①
せ
せ
ら
ぎ
公
園
や
そ
の
周
辺
に
は
水

場
や
温
泉
な
ど
が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
に
は
最
適
の
場
所
だ
が
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

②
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
健
康
マ
ラ

ソ
ン
で
あ
る
が
、
当
町
に
お
い
て
も

開
催
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

①
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
す
る
に

は
、
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
区
画
の
設
定

や
、
炊
事
場
な
ど
の
便
益
施
設
及
び

雑
排
水
対
策
施
設
な
ど
を
新
た
に
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
高
さ

や
そ
の
他
制
限
が
あ
り
、
施
設
の
設

置
は
極
め
て
困
難
で
す
。
ま
た
、
最

上
川
の
増
水
で
公
園
全
体
が
、
昨

年
、
一
昨
年
と
連
続
し
て
冠
水
し
た

こ
と
か
ら
安
全
対
策
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、「
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」
周
辺
で
の

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
営
は
、
条
例
で

制
限
さ
れ
た
行
為
以
外
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
利
用
者
自
ら
が
場
所
を
選

定
し
、
自
己
判
断
で
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
当
町
で
は
、
分
団
対
抗
町

内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
と
出

場
者
が
減
り
、
や
む
を
得
ず
第
５０
回

を
節
目
に
そ
の
大
会
を
終
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
ス

ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

発
足
し
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の

意
見
等
を
十
分
生
か
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

②
国
の
医
療
関
連
施
策
に
対
し
て
の
町

の
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
２５
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、

院
外
処
方
箋
と
保
険
調
剤
薬
局
誘
致

に
関
す
る
質
問
を
し
た
が
、
こ
こ
２

年
で
、
国
は
か
か
り
つ
け
薬
局
の
普

及
促
進
な
ど
の
施
策
を
打
ち
出
す
な

ど
、
以
前
と
は
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
国
の

医
療
関
連
施
策
に
対
し
て
の
町
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
併

せ
て
町
の
国
保
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の

処
方
率
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。
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厚
生
労
働
省
で
は
、
薬
剤
師
が
患

者
の
状
態
や
服
用
薬
を
一
元
的
・

継
続
的
に
把
握
し
、
処
方
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
複
数

診
療
科
を
受
診
す
る
患
者
に
対
す
る

多
剤
・
重
複
投
薬
等
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
気
軽
に
健

康
相
談
等
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
な
ど
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
薬
局

を
増
や
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
こ
と

が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
山
町
内
に
調
剤
薬
局
不
在
と
い
う

現
状
で
は
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持

つ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
面
生
活
圏
を

考
慮
し
て
広
域
的
に
対
応
し
て
い
く

ほ
か
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
現

時
点
で
町
と
し
て
特
に
対
策
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
山
町
国
保

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
処
方
率
は
、
平
成

２６
年
度
で
６０
・
８１
％
で
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て

　

２
０
２
０
年
に
「
見
る
ス
ポ
ー

ツ
」、「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
代
表

格
の
よ
う
な
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
中

山
町
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
関
わ
る

考
え
が
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

　
山
形
県
で
は
、
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ

事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ

れ
は
、
小
学
校
３・
４
年
生
か
ら
運

動
能
力
の
優
れ
た
児
童
３０
名
を
選
抜

し
、
そ
の
児
童
に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
い
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
目
指
す
事
業
で

す
。
そ
の
ド
リ
ー
ム
キ
ッ
ズ
に
中
山

町
か
ら
、
過
去
５
名
の
方
が
選
出
さ

れ
て
お
り
、
活
躍
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
支
え
る
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
視
点
で
は
、
こ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
、
当
町
で
関
わ
り

を
持
て
る
機
会
づ
く
り
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
観
光
な
ど
何
ら
か
の
形

で
活
用
し
て
い
く
の
も
ま
ち
づ
く
り

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
５
年
あ
り

ま
す
の
で
、
中
山
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員

西
塔
い
く
子

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
い
て

　
他
市
町
村
の
方
か
ら
も
人
気
の
あ

る
町
の
有
名
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
ほ
と

ん
ど
町
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ

て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
少

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
今
後
の
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い

た
い
。

　

現
在
、
町
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
は

数
多
く
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
や
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の

例
と
し
て
、
全
国
か
ぶ
と
虫
相
撲
大

会
で
は
、
町
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
他
に
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

多
く
の
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
広
報
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
人
や

受
入
れ
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
環
境
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

②
公
園
管
理
に
つ
い
て

　
町
に
は
公
園
が
数
多
く
あ
る
が
、

一
部
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず

公
園
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
町
の

公
園
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
条
例
で
規
定
す
る
都
市
公
園
や
農

村
公
園
及
び
児
童
遊
園
や
そ
の
他
の

附
帯
公
園
の
合
せ
た
１１
箇
所
の
公
園

や
遊
園
に
つ
い
て
は
、
町
が
「
御
達

磨
の
桜
公
園
維
持
管
理
組
合
」
な
ど

外
３
団
体
と
管
理
に
関
す
る
協
定

や
、「
株
式
会
社
中
山
町
商
工
観
光

公
社
」
な
ど
へ
の
委
託
に
よ
り
管
理

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
民
間
業
者
に
よ
る
開
発

許
可
に
伴
い
寄
付
採
納
を
受
け
、
町

が
引
き
継
い
だ
小
規
模
な
公
園
が
１４

箇
所
あ
り
、
こ
れ
を
加
え
た
合
計
２５

箇
所
が
、
現
在
、
町
が
管
理
運
営
し

て
い
る
公
園
や
遊
園
で
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
２５
箇
所
の
公
園
や
遊
園
に
設

置
し
て
あ
る
遊
具
等
に
つ
い
て
は
、

国
の
指
導
に
基
づ
き
昨
年
度
か
ら
町

に
お
い
て
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
毎
年
定
期
的
に
点
検
を
行
い

安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
除
草
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
小
規
模
公
園
に
お
い
て
不
十
分
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
地
区
関
係

者
と
協
議
し
別
用
途
で
有
効
利
用
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
な
お
、
各
地
区
公
民
館
や
神
社
な

ど
に
設
置
の
公
園
や
自
治
遊
園
地

は
、
町
が
管
理
す
る
も
の
で
な
い
こ

と
か
ら
、
各
自
治
会
な
ど
が
点
検
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

中山町議会

新成人アンケート結果
　中山町議会では、８月１５日に開催された成人式において、今後の議会活動やまちづくりの参
考とするため、新成人を対象としたアンケート調査を実施しました。
　アンケートは、成人式に出席した新成人の皆さんにアンケート用紙を配布し、回収箱へ投函
していただく方法で行いました。その結果、７６名の新成人の方から回答をいただきました（成
人式出席者数１０４名、回答率７３．１％）。
　アンケートの集計結果は次のとおりです。

回答数 構成比

男　性 ４３ ５６．６％

女　性 ３３ ４３．４％

計 ７６ １００．０％

回答数 構成比

町　内 ３６ ４７．４％

町　外
（県内） １３ １７．１％

町　外
（県外） ２７ ３５．５％

計 ７６ １００．０％

１ 性　別

回答数 構成比

社会人 ４３ ５６．６％

学生・その他 ３２ ４２．１％

無回答 　１ １．３％

計 ７６ １００．０％

３ 現在の就職や進学の状況

▼自然、緑が豊かなど    ９人
▼人が優しい、人がいい、親切、
　温かいなど    ９人
▼ひまわり    ８人
▼さくらんぼ、プラム、食べ物が
　おいしいなど    ６人
▼静か、閑散、落ち着く、のどかなど    ６人
▼平和、和やか    ４人

▼ふるさと、地元、懐かしいなど    ４人
▼いなか    ３人
▼野球、野球場、スポーツ    ３人
▼元気がある、明るい    ２人
▼ゆ・ら・ら    ２人
▼小さい、狭い    ２人
▼その他（文化、眠らない町、
　子育てがしやすい町）    ３人

※ 記入５４人（複数回答７人）／未記入および特になし２２人

４ 中山町にどのようなイメージを持っていますか。または中山町のイメージを最も特徴
づけるものはどのようなことですか。（自由記入）

２ 現在のお住まい
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☎023-674-0575 

10 月の休館日：10 月 19 日(月) 

5 将来も中山町に住んでいたいですか。

6 将来、どのような町に住みたいですか。（複数回答可）11 議会に期待することや、やってほしいことは何ですか。（複数回答可）

12 中山町に対して望むことや困っていることはありますか。（自由記入）

7 議会に興味がありますか。 8 将来、議員や町長になってみたいと
思いますか。

10 議員になるとしたら月額報酬はいく
ら欲しいですか。

9 現在、中山町の議員報酬は月額２４万円ですが、
職業としての議員に魅力を感じますか。

ずっと住んでいたい
２８人（３７％）

１８人（２４％）

若い時は、町外・県外に住んで、ある程度の
歳になったら中山町に戻ってきたい

３２人（１８％）
子育てがしやすいまち

３人（4％）
大いにある

１6人（２１％）
少しは魅力を感じる

２７人（３5％）
あまり魅力を感じない

１８人（２４％）
全く魅力を感じない 

2人（３％）
その他 １0人（１３％）

無回答
３人（4％）
大いに魅力を感じる  6人（8％）

２０万円未満

１6人（２１％）
２０万円～３０万円未満

１5人（２0％）
３０万円～４０万円未満

8人（１0％）
４０万円～５０万円未満

１３人（１７％）
５０万円以上

6人（8％）
その他

１２人（１6％）
無回答

１２人（１6％）
少しは興味がある

２８人（３７％）
あまり興味がない

２３人（３0％）
全く興味がない

１0人（１３％）
無回答

2人（３％）
なってみたいと思っている

４6人（6１％）
なりたいとは思わない

１７人（２２％）
わからない

１１人（１４％）
無回答

２6人（１5％）

買い物の便などがよく、
生活しやすいまち

２5人（１４％）

災害や犯罪が少なく
安全・安心なまち

２5人（２6％）

町民の声を反映するための意見交換会・
懇談会・意向調査などの実施

２３人（２３％）

広報紙・ホームページ・インターネッ
ト中継など、情報提供の充実

１9人（１9％）

行政に対するチェック機能の強化・
政策や制度などに関する提案

１0人（１0％）
議員数・議員報酬などの検討

9人（9％）
その他（未記入）

１３人（１３％）
無回答

２１人（１２％）

身近な自然や環境に
配慮したまち

１４人（8％）
高齢者や障がい者が安心して暮らせるまち

１6人（9％）
道路や公共交通などが充実し、交通が便利なまち

１４人（8％）
教育・文化・スポーツ環境が整っているまち

１３人（7％）
産業が盛んで、働く場所が充実しているまち

１１人（6％）
人情味や地域の連帯感があるまち

３人（2％）
その他（色々すごい町、雨が降らない町など）

１４人（１８％）

仕事をする間は、町外・県外に住んで、
退職後や老後は中山町に戻ってきたい

6人（8％）
中山町には住みたくない

9人（１２％）

その他（わからない、何も考えていない、
場所にこだわりがないなど）

1人（1％）無回答

1人（1％）
無回答

▼ 店が少ない、買い物場所を増やしてほし
い等
▼ 子育てのしやすい町にしてほしい、子育
て支援に力を入れてほしい等

▼  雨、雪が降らない町
▼ このままで

※記入 ７名
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江
戸
初
期
か
ら
村
山
郡
一
帯
に

流
行
し
た
病
気
の
発
生
回
数
を

『
東
村
山
郡
史
』
や
『
中
山
町
史
』

の
記
載
事
例
か
ら
み
る
と
、
主
な

も
の
だ
け
で
も
２５
回
を
数
え
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
統
計
技
術
も
症
例
記

録
も
未
熟
な
こ
と
か
ら
具
体
的
な

記
述
は
乏
し
く
、
例
え
ば
康
暦
元

年
（
１
３
７
９
年
）
に
は
、「
疫

病
流
行
、
死
者
多
し
」
と
い
う
簡

単
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
明
４
年
（
１
４
７
２
年
）
中

山
家
第
五
代
中
山
民
部
少
輔
直
正

は
、
疫
病
を
治
め
る
た
め
、
家
臣

の
鳥う

兎と

沼ぬ
ま

貞
治
を
京
都
に
遣つ
か

わ
し

て
、
牛ご

頭ず

天て
ん
王の
う
を
勧か
ん
請じ
ょ
うさ
せ
ま
し

た
。

　
そ
の
当
時
、牛
頭
天
王
は
、「
流は

行や

り
病
」
を
鎮
め
る
神
と
し
て
全

国
か
ら
信
仰
を
集
め
て
お
り
、
東

北
一
円
で
も
早
い
時
期
の
勧
請
で

し
た
の
で
、
霊
現
あ
ら
た
か
な
神

を
迎
え
い
れ
る
だ
け
に
、
疫
病
の

流
行
が
相
継
い
で
い
た
こ
と
を
示

す
事
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
流
行
の
時
期
は
、
病
気
の
種
類

に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
い

わ
ゆ
る
「
時じ

疫え
き

」、「
悪あ
く

疫え
き

」
と
言

わ
れ
る
消
化
器
の
病
気
は
洪
水
の

後
に
発
生
し
て
い
る
例
が
多
い
よ

う
で
す
。

　
こ
れ
は
、
長
崎
を
は
じ
め
最
上

川
沿
い
の
村
々
は
、
洪
水
に
よ
る

泥
土
の
堆
積
や
掘
抜
井
戸
の
埋
没
、

糞
尿
の
流
出
な
ど
に
よ
り
飲
料
水

や
生
活
用
水
が
汚
染
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
期
の
主
な
疫
病
は
、

麻は
し
か疹

、疱ほ
う

瘡そ
う

（
天
然
痘
）、瘧お
こ
り（

マ

ラ
リ
ア
）、
労ろ

う
咳が
い
（
肺
結
核
）、
淋り
ん

疹し
ん
（
淋
菌
性
尿
道
炎
）、瘡か
き
毒ど
く
（
梅

毒
）、傷

し
ょ
う

寒か
ん

（
腸
チ
フ
ス
・
赤
痢
）、

幕
末
の
疫え

き
癘れ
い
、
虎コ

烈レ

刺ラ

な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
特
に
、
赤
痢
・
腸
チ

フ
ス
、
コ
レ
ラ
な
ど
は
、
明
確
な

原
因
も
治
療
法
も
わ
か
ら
な
い
ま

ま
、「
傷
寒
」、「
疫
癘
」
な
ど
僅

か
な
病
状
の
差
を
も
っ
て
別
名
に

し
て
い
ま
し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

　
疫
病
…
伝
染
病
・
感
染
症

　
勧か

ん

請じ
ょ
う…�

神
仏
の
分
霊
を
他
の
場

所
に
移
し
ま
つ
る
こ
と

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
４
節　
疫
病
の
流
行

第10３話　村山郡の悪疫流行

今から２３年前…
１９９２年（平成４年）

『世界に目を向けて―
� ヨーロッパ農業研修』

縮刷版第２巻Ｐ６９０�「平成４年１１月１０日号」
　
今
か
ら
２３
年
前
の
平
成
４
年
、
外
国

の
農
業
を
実
際
に
見
て
今
後
の
農
業
経

営
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
町
内
の

農
業
者
を
対
象
に
「
農
業
海
外
研
修
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
４
回
目
と
な
っ
た
平
成
４
年
の
研

修
に
は
、
町
内
の
若
手
農
業
者
６
名
と

町
担
当
職
員
１
名
の
計
７
名
が
参
加
し
、

１０
日
間
の
日
程
で
オ
ラ
ン
ダ
、デ
ン
マ
ー

ク
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
４
か
国
を

訪
問
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
情
勢
に

つ
い
て
視
察
・
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　
帰
国
後
に
開
催
さ
れ
た
視
察
研
修
参

加
者
の
座
談
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
に
つ
い
て
見
習
う
べ

Time�Slip
vol.2７

き
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
花
産
業
で
の
、

世
界
各
国
の
好
み
や
消
費
の
傾
向

を
分
析
し
て
品
種
開
発
ま
で
行
う

と
い
っ
た
自
国
の
商
品
を
積
極
的

に
売
り
出
す
姿
勢
に
刺
激
を
受
け

た
よ
う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、「
価

値
観
の
違
い
も
あ
る
の
で
一
概
に

比
較
は
で
き
な
い
が
、
日
本
の
農

産
物
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
世
界
で

も
負
け
て
い
な
い
と
改
め
て
実
感

し
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
、
参
加

者
に
と
っ
て
、
海
外
で
の
視
察
研

修
は
視
野
を
広
げ
、
自
身
の
農
業

経
営
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
有
意
義
な
経
験
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

長
寿
を
祝
っ
て
敬
老
訪
問

　
９
月
１７
日
、
佐
藤
町
長
が
数
え
年
９９
歳
以
上
に
な
る
ご
長
寿
の
お
宅
を
訪
問

し
て
賀が

詞し

や
お
祝
い
金
な
ど
を
贈
呈
し
、ご
家
族
と
一
緒
に
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
人
の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
１２
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
お
元
気
の
秘
訣
を
聞
く
と
、「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」「
食
事
を
き
ち
ん
と

と
る
こ
と
」
な
ど
様
々
。
佐
藤
町
長
が
「
来
年
も
ま
た
お
祝
い
に
伺
い
ま
す
の

で
、
健
康
に
留
意
し
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
は
「
は
い
」
と
に
こ
や
か
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

金子ぶんさん（達磨寺）

須貝俊一さん（岡）

（敬称略）

佐藤きみよさん（小塩）

鈴木ともゑさん（金沢）

東海林ヱイさん（下川）

氏　名 性別 数え年 地区名
渡邉　ツヤ 女 １０４ ひまわり荘
村山きゑ子 女 １０３ ひまわり荘
東海林ヱイ 女 １０３ 下 　 川
塔　ノブ 女 １０２ ひまわり荘
金子　ぶん 女 １０２ 達 磨 寺
大内　夏子 女 １０２ 川 　 端
松田　なつ 女 １０１ ひまわり荘
工藤きみよ 女 １０１ ひまわり荘
山下とくゑ 女 １００ あ お ば
鈴木ともゑ 女 １００ 金 　 沢
多田タゲヨ 女 １００ ひまわり荘
鈴木　コウ 女 １００ ひまわり荘
須貝　俊一 男 　９９ 岡
芳賀　さだ 女 　９９ 梅 ヶ 枝 町
穂積　なを 女 　９９ 土 　 橋
佐藤きみよ 女 　９９ 小 　 塩

町内のご長寿の皆さん

　今回佐藤町長がご自宅を訪問したのは、ご
長寿を代表してこちらの５名の皆さんです。
　皆さんに共通するのは、普段医者にかかっ
ていないとい
うこと。ご長
寿の皆さんの
大変お元気な
様子に、佐藤
町長も驚いて
いました。
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

TOPICSひまわり広場

人　口　11,767人（前月比−1２人）

　　　　　　（男5,736人、女6,031人）

世帯数　3,609世帯（前月比＋０世帯）
　　　人の動き　出生６人　転入２1人

　　　（９月届出分）　死亡11人　転出２8人

（９月末現在）
まちの人口

認知症への理解を深めよう
長崎小で認知症サポーター養成講座

豊田産「秋姫」
香港へ初輸出 ルールを守って正しく横断

かもしかラリー大会

なかやま保育園運動会

力作が勢ぞろい
ほんわ館で紅花絵画展

色々なものをバランスよく

　９月１７日、「認知症サポーター養成講座」が長崎小学校で行
われ、４年２組の児童が認知症の方への対応を学びました。
　町では、これまでも同講座を開催してきましたが、小学生向
けに開催するのは今回が初めて。児童が理解しやすいよう、資
料を用いながら認知症は病気であること、まわりの人の対応次
第で本人が過ごしやすくなることなどを中心に説明しました。
講座終了後、サポーターの認定証となるオレンジリングを受け
取ると、児童は「身近な人が認知症になったら、認知症サポー
ターとして優しく声をかけたい」と話していました。

　９月７日、山形農業協同組合北部営農センター
は、香港の贈答シーズン「中秋節」に合わせ、す
ももの晩成品種「秋姫」の８玉入り３０ケースを輸
出しました。これまで、町内産のりんごを海外へ
輸出したことがありますが、すももの輸出は今回
が初めて。
　生産者の今田才和さん（柳沢）は、「豊田産の
果物の味と品質の良さを海外に知ってもらえる機
会。今回は試験的な輸出で、来季以降の輸出量は
未知数だが、需要を見ながら見定めていきたい」
と話していました。

　９月２７日、「かもしかラリー大会」が開催され、
かもしかクラブの年長児５２名とその保護者が参加
しました。
　歩行訓練では保護者の方とペアになって路上
コースを歩き、かもしかクラブで学んだ「道路で
は通路の右側を歩く」、「踏切や横断歩道では止
まって左右を確認する」などの約束を確認しまし
た。また、コースの途中に設置されたクイズコー
ナーでは交通安全に関する問題が出題され、子ど
もたちは学んだことを思い出し、元気よくクイズ
に答えていました。

　９月１９日、なかやま保育園の運動会が同園グラ
ウンドで開催されました。
　園児たちは、会場にかけつけた保護者やおじい
ちゃん・おばあちゃんの前で、かけっこや障害物
競走など、これまで練習してきた成果を元気いっ
ぱい披露しました。
　毎年恒例の年長児による「あおぞら太鼓」の演
奏では、全員の心をひとつに見事な演奏を披露。
観客席からは盛大な拍手が送られました。

　９月１７日から１０月１日の期間、ほんわ館ロビー
で紅花絵画展が開催されました。
　展示されたのは、７月に開催された「柏倉九
左ェ門家紅花まつり」（中山紅花保存会主催）中に
行われた紅花写生会参加者の作品。力作揃いで、
訪れた人は足を止めて作品に見入っていました。

　みんなと楽しく会食する中で、マナーを身に付
け、食事の栄養バランスを考える自己管理能力を育
んでもらおうと、長崎小学校６年生の児童を対象に
体育館を会場にバイキング給食が実施されました。
　長いテーブルの上に五目ちらしずし、ミニパン、
さばの味噌煮、グリルチキン、ハンバーグ、海藻サ
ラダ、三種の果物やデザートなどの様々なメニュー
が並び、児童たちは自分に合った分量や栄養バラン
スを考えながら皿に盛り付け、普段とはちがう給食
を楽しんでいました。

講師の話に真剣に耳を傾ける児童たち

葬儀に関する「事前相談」を無料で承ります。
下記フリーダイヤルにてお問い合わせください。

「友の会」会員募集中！（会員特典有）
入会金：３，０００円（毎月の積立金なし）

東村山郡山辺町大字山辺４１７
㈲第一葬祭社 山辺店
フリーダイヤル
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　訓練により、町内の一部道路に通行規制が行われま
すので、ご協力をお願いします。また、サイレンの吹鳴
がありますので、火災と間違わないようにしてください。

◎　防災訓練　10月25日（日）
　　　　　　　 午前８時40分から午前11時頃まで

　中山町防災訓練の実施
　　　　　サイレン吹鳴について

　　※お問い合わせ先　総務企画課情報防災Ｇ
　　　　　　　☎６６２-４８９９

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1243

　

　

行
政
相
談
委
員
に

　
　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

総
務
企
画
課
庶
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
１

　
国
・
県
・
町
な
ど
の
行
政
機
関
の
仕
事
、

手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
要
望
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
行
政
相
談

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　
１１
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午　

●
会
場　
中
央
公
民
館　
第
１
研
修
室

●
相
談
委
員　
黒
沼
裕
一
氏
（
中
山
町
担
当

行
政
相
談
委
員
）

◆
予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
一
日
合
同
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
心
配
ご
と
・
人
権
・
行
政
・
法
律

　
～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

●
日
時　
１０
月
２８
日
（
水
）
午
前
１０
時
～
午

後
３
時　
た
だ
し
、
弁
護
士
へ
の
相
談
は
、

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

●
場
所　
中
山
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー

●
相
談
員　
町
心
配
ご
と
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
、
町
顧
問
弁
護

士
、
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
社
会
福

祉
士

●
受
付
内
容　
心
配
ご
と
（
生
計
、
福
祉
、

家
族
、
健
康
、
年
金
、
就
労
等
）、
人
権

に
関
す
る
こ
と
、
行
政
に
関
す
る
こ
と

（
行
政
機
関
の
業
務
へ
の
苦
情
、
要
望
）、

法
律
相
談
（
財
産
、
相
続
、
金
銭
、
土
地
、

賃
借
、
離
婚
等
）

●
相
談
料　
無
料

◆
弁
護
士
へ
の
相
談
の
み
、
予
約
制
で
す
の

で
電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル

　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ゴ
ミ
出
し
の
ル
ー
ル
違
反
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

　
ビ
ン
、
カ
ン
及
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
つ

い
て
は
、
必
ず
透
明
な
袋
（
半
透
明
の
も
の

に
は
出
せ
ま
せ
ん
）
に
入
れ
て
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
、
袋
か
ら
ゴ
ミ
が
出
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
収
集
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の

で
、
き
ち
ん
と
口
を
し
ば
り
、
中
の
モ
ノ
が

出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も

袋
に
入
ら
な
い・袋
か
ら
は
み
出
す
も
の
は
、

共
通
収
集
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
上
で
出
す
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
稲
刈
り
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
“
も
み
殻
”
等
の
焼
却
が
目
立
つ
よ

　 『
歴
史
体
験
教
室
』参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

●
日
時　
１１
月
８
日
（
日
）
午
前
１０
時
～
２

時
間
程
度
（
中
央
公
民
館
に
集
合
し
、
バ

ス
で
の
移
動
に
な
り
ま
す
）

●
場
所　
達
磨
寺
地
区

●
内
容　
達
磨
寺
地
区
に
つ
い
て
、
中
山
町

郷
土
研
究
会
の
方
か
ら
説
明
を
い
た
だ

き
、
中
山
町
昔
語
り
の
会
に
よ
る
達
磨
寺

地
区
に
伝
わ
る
民
話
の
披
露
。

●
募
集
人
数　
２０
名
（
先
着
順
・
参
加
料
無

料
）

●
申
込
み　
１０
月
３０
日
（
金
）
ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

も
み
殻
焼
き
の
際
は

　
　
十
分
な
配
慮
を
！

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
も
み
殻
等
を
焼
却
す
る
際
は
、
事
前
に
風

向
き
や
煙
の
強
さ
、
時
間
帯
な
ど
を
考
え
て

行
う
な
ど
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●町県民税　　　　　　　３期
●国民健康保険税　　　　４期
●介護保険料　　　　　　４期
●後期高齢者医療保険料　４期

納期限　１１月2日（月）
今 月 の 納 税 等

※税額に変更のある方については１０月１5日（木）
に変更の通知を発送します。お手元に届いた
方は内容をご確認のうえ納付してください。

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ　☎662-2112

　 　

　

農
業
日
誌・フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌・

新
農
家
暦
購
入
予
約
受
付
中

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

　

 　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

　
購
入
希
望
の
方
は
、
１０
月
２９
日
（
木
）
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
２８
年
版
「
農
業
日
誌
」

　
　
　
　
　
　
（
消
費
税
込　
１
５
０
０
円
）

　
「
日
記
欄
」「
収
支
欄
」「
経
営
記
録
欄
」

の
３
つ
の
欄
に
記
入
で
き
る
ほ
か
、
農
作
業

の
参
考
に
な
る
最
新
農
業
情
報
や
カ
ラ
ー
写

真
入
り
で
各
県
の
郷
土
料
理
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

▼
平
成
２８
年
版
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
」

　
　
　
　
　
　
（
消
費
税
込　
１
５
０
０
円
）

　
１
日
の
日
記
欄
に
た
っ
ぷ
り
と
そ
の
日
の

こ
と
が
記
入
で
き
ま
す
。「
付
録
」
の
暮
ら

し
の
記
録
簿
は
「
現
金
収
支
簿
」
が
残
せ
ま

す
。

▼
平
成
２８
年
「
新
農
家
暦
」

　
　
　
　
　
　
　
（
消
費
税
込　
５
２
０
円
）

　

１
年
の
備
忘
録
と
し
て
最
適
。「
１２
か
月

暦
」「
農
作
業
暦
」「
生
活
便
利
メ
モ
」
な
ど
、

月
ご
と
の
農
作
業
に
役
立
つ
基
本
情
報
や

「
野
菜
栽
培
の
コ
ツ
」「
健
康
情
報
」「
料
理
」

な
ど
、
日
常
生
活
に
役
立
っ
て
楽
し
い
情
報

が
満
載
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の

　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

健
康
福
祉
課
福
祉
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
現
在
、
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
の
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
支
給
対
象
は
町
民
税
非

課
税
者
で
、
支
給
の
可
能
性
が
あ
る
方
に
は

町
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
申

請
受
付
期
限
が
迫
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
忘
れ
な
い
よ
う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　
１１
月
１１
日
（
水
）
ま
で

●
受
付
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
役
場

で
の
受
付
は
９
月
３０
日
で
終
了
し
ま
し
た
。）

●
持
ち
物
等　

　
①
町
か
ら
郵
送
さ
れ
た
申
請
書

　
②
申
請
す
る
方
全
員
分
の
身
分
証
明
（
免

許
証
、
保
険
証
等
）

　
③
振
込
み
希
望
の
通
帳
（
申
請
・
受
給
者

名
義
の
通
帳
）

　
④
印
鑑

給
付
金
の
振
込
み
に
つ
い
て
は
、
審
査
を
行

い
支
給
決
定
者
に
順
次
振
込
み
い
た
し
ま

す
。

中
央
公
民
館
・
歴
史
民
俗
資

料
館
の
休
館
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

　

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

　
清
掃
の
た
め
、
次
の
施
設
が
休
館
と
な
り

ま
す
。
当
日
は
館
内
に
入
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
用
の
方
は
電
話
か
他
の
日
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
◆
中
央
公
民
館
…
１０
月
２０
日
（
火
）
１
日

　
◆
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
２１
日
（
水
）
１
日

第
　
回
山
形
県
図
書
館
研
究
大
会

が
中
山
町
で
行
わ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

中
山
町
立
図
書
館　
ほ
ん
わ
館

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

●
期
日　
１０
月
１９
日
（
月
）

●
場
所　
中
山
町
中
央
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

●
日
程　
午
後
１
時
…
開
会
行
事・表
彰
式
、

午
後
１
時
３０
分
…
講
演
会
「
捨
て
る
力
・

捨
て
な
い
力
」
講
師　
鳥
兎
沼　
佳
代
氏

（
中
山
町
出
身
・
編
集
者
）、
午
後
３
時
１５

分
…
活
動
事
例
紹
介　
地
域
・
家
庭
・
学

校
と
連
携
し
た
読
書
推
進
の
と
り
く
み
に

つ
い
て
、
午
後
４
時
１５
分
…
閉
会
行
事

３5
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中山中学校改築にかかる公共汚水桝設置工事を下記のとおり実施します。
工事の際、図面箇所を通り抜けることができませんので、迂回をお願いします。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

公共汚水桝設置工事による通行制限について

●工事期日　10月23日（金）
●時　　間　午前９時～午後５時
●工事箇所　町道上川原西２号線
　　　　　　（位置図のとおり）
●制限内容　車両通行止め
●施　　工　㈱高松木材

※お問い合わせ先　教育課学校施設整備Ｇ　☎６６２-５４３５

中山町立なかやま保育園
平成２８年度　「保育の必要性」の認定申請と

保育園入園申込のご案内
（現在なかやま保育園に入所中で継続して入所を希望される
お子さんについては入所申し込み手続きは不要です。）

　町立なかやま保育園では、来年の４月から新規入所する児童の申し込みを下記のとおり受け付け
ますので、「保育の必要性」の認定申請と「保育所入所申込書」に必要事項を記入し、必ず保護者
が持参、提出してください。
　「保育の必要性」の認定申請と「保育所入所申込書」の用紙は、役場総合窓口、なかやま保育園
に準備してあります。

【受付日時】　平成２７年１０月２０日（火）　午前９時～正午・午後1時～４時
【受付場所】　保健福祉センター　1階検診ホール
【定　　員】　２２０名
【対象年齢】　０歳児より（生後６か月経過後。平成２7年９月までに生まれた児童）
【入所基準】　 保護者（父母、同居する6５歳未満の祖父母等も含む全員）が次のいずれかに該当すれ

ば、どなたでも申し込みできます。
①家庭の外で働いている（雇用証明）　②自営業・農業・内職をしている（就労証明・内職委託証
明）　③妊娠中または出産直後である（母子手帳コピー）　④疾病や負傷、または精神や身体に障害
がある（診断書等）　⑤家族に病人がおり、看護や介護をしている（介護証明）　⑥災害等のため保
育ができない（り災証明）　⑦求職活動中である（誓約書）　⑧就学中（在学証明書）
それぞれ上記の入所基準を満たしていることを証明する(　)内の証明書等を申請書と一緒に提出し
てください。

【保育時間】　月曜日～金曜日の午前８時３０分～午後４時３０分
　　　　　　 土曜日は自由登園。夏休み、冬休みはありません。早朝保育…午前７時３０分～、延長

保育は午後７時まで。希望する方は実態に応じて保育園で申し込みを受け付けています。
【給食】　　　給食費は保育料に含まれています。
　　　　　　・３歳未満児…完全給食。おやつは午前と午後。
　　　　　　・３歳以上児…おかず給食（ごはんだけ持参）。おやつは午後。

【送迎】　　　一部の地区を除き、通園バスによる送迎を行っています。
　　　　　　（３歳児クラス以上の児童のみ）
　
※お問い合わせ先　中山町立なかやま保育園　☎662-221０
　　　　　　　　　健康福祉課子育て支援Ｇ　☎662-2７０５

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
平
成
２7
年
台
風
１8

号
等
大
雨
災
害
義
援
金
の
郵
便
振
替
口
座
を

開
設
し
ま
し
た
。

●
義
援
金
名
称　
平
成
２7
年
台
風
１8
号
等
大

雨
災
害
義
援
金　

●
受
付
期
間　

平
成
２７
年
１１
月
３０
日
（
月
）

ま
で

●
郵
便
振
替
口
座　

　

口
座
記
号
番
号　

０
０
１
２
０
‐
２
‐

７
６
６
７
４
１

　
口
座
加
入
者
名　
日
赤
平
成
２7
年
台
風
１8

号
等
大
雨
災
害
義
援
金　

・
受
領
証
の
発
行
を
希
望
の
場
合
は
、
通
信

欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局
窓
口
で
の
取
扱

い
の
場
合
、
振
込
手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま

す
。　

　

　
小
児
急
病
講
座
～
子
ど
も
の
急
病

時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
～

※
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ　

　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

●
日
時　
１１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
4０
分

●
場
所　
山
辺
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
き
ら
り
や
ま
の
べ
（
山
辺
町
大
字
大
塚　

　
８
３
６
‐
１　
☎
６
６
７
‐
１
１
７
７
）

●
内
容　
▼
小
児
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺

蘇
生
法　
講
師
…
応
急
手
当
指
導
員
等

　
▼
講
話　
小
児
の
急
病
・
救
急
時
の
対
応

の
仕
方　
講
師
…
山
辺
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長　
板
垣　
勉
氏

●
申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
先
へ
１０
月
３０
日

（
金
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
託
児
コ
ー
ナ
ー
（
６
か
月
児
～

就
学
前
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方

は
、
お
申
し
込
み
の
際
お
申
し
出
く
だ
さ

い
（
人
数
に
制
限
あ
り
）。

●
日
時　
１１
月
１6
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
１
時
頃

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
次
年
子
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
料
理

（
調
理
実
習
２
品
）【
か
ぼ
ち
ゃ
団
子
の
あ

ん
か
け
、
か
ぼ
ち
ゃ
寒
天
】

●
対
象
者　
町
内
在
住
の
方

●
参
加
費　
１
０
０
円　

●
募
集
人
数　
２０
名
程
度

●
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
三
角
巾
（
頭
に
か

ぶ
る
も
の
）、
エ
プ
ロ
ン

●
申
込
方
法　
１０
月
２6
日
（
月
）
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

野
菜
を
食
べ
て
健
康
元
気

『
や
ま
が
た
野
菜
料
理
教
室
』

参
加
者
募
集

※
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ
先

中
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会（
健
康
福
祉

課
健
康
づ
く
り
Ｇ
）　

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【１０月１5日～１１月１4日（９／３０現在）】
期　日 使用コース 時　間　帯

１０／１5（木） Ｆコース １３：００～
１6：３０

１０／１6（金） Ａ・Ｂコース ８：３０～
１6：００

１０／１6（金） Ｃ・Ｄコース ８：３０～
１6：３０

１０／１７（土） Ａ・Ｂコース ８：３０～
１２：００

１０／１７（土） Ｄコース ９：３０～
１１：３０

１０／１８（日） Ａ・Ｂコース １３：００～
１6：３０

１０／１８（日） Ｆコース ８：３０～
１4：００

１０／１８（日） Ａコース ９：００～
１３：００

１０／１９（月） Ｃコース ８：３０～
１２：００

１０／２１（水）Ａ・Ｂ・Ｃコース ８：３０～１6：３０
１０／２4（土） Ｃコース ９：３０～

１１：３０
１０／２5（日）Ｄ・Ｅ・Ｆコース ８：３０～１6：３０
１０／２6（月） Ａコース １３：３０～

１5：３０
１０／２７（火）Ｄ・Ｅ・Ｆコース １１：００～１6：００
１０／２７（火） Ｂ・Ｃコース ８：３０～

１6：３０
１０／２８（水）Ａ・Ｂ・Ｃコース ８：３０～１4：００
１０／３１（土） Ｃコース 9：３０～

１１：３０
１１／1（日） Ａ・Ｂコース ８：３０～

１３：００
●�全6コースのうち、上記のコースが大会などで独占して使
用されますので、一般の使用ができません。
●�独占使用の申請受付は、使用日の1か月前で終了します。
　※ご予約・お問い合わせ先
　　　総合体育館　☎662-2３００

日
赤　
台
風
１８
号
等

大
雨
災
害
義
援
金
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お
問
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日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部

☎
６
4
１
‐
１
3
５
3
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「子育て支援者養成講座の開催について」

●開催期間　11月12日（木）～ 11月18日（水）の土・日曜日を除く６日間
　　　　　　時間：午前９時30分～午後４時前後（日によって異なります）
●場　　所　中山町保健福祉センター　中山町大字柳沢2336番地１
●内　　容　保育の心・子どもの発達と病気・栄養と食生活・子どもの世話や遊び方などに

ついて、小児科医や保育士、管理栄養士、心理学の専門家の方々から学びます。
●対　　象　お子さんが好きな方、子育て中の方を応援したい方、子育てについて勉強したい

方、講座終了後自宅などでお子さんを預かることのできる方。
●受講費用　受講料は無料。ただし、テキスト代として2,500円必要ですが、中山町民で全課

程受講者には無料支給されます。
●申込期限　11月２日（月）
●そ　の　他　・無料託児所あり（１歳以上のお子さん対象）
　　　　　　※定員がありますので、必要な方は事前にお申し込みください。
　　　　　　・全課程修了者には財団法人女性労働協会の修了証が交付されます。
●申込及び　山辺町・中山町ファミリー・サポート・センター（月～金　午前９：00～午後5：00）
　問合せ先　☎687－1720　ＦＡＸ687－1721

　　中山町と山辺町では、子育て中の方や子育て中の方を応援したい方を対象として、下記により
　「子育て支援者養成講座」を開催します。ファミリー・サポート・センターの協力会員を希望する
　方や子育てに関心のある方、ぜひご参加ください。

「困ったときはお互いさま」
　　　　　　大規模災害被災者支援義援金を募集しています
「困ったときはお互いさま」
　　　　　　大規模災害被災者支援義援金を募集しています

※お問い合わせ先　（福）中山町社会福祉協議会　☎６６２-４３６１

　先月の台風18号等による大雨により災害救助法が適用された宮城県、栃木県、茨城県の共同募金会
から全国自治体への支援要請がありました。受入口座は以下のとおりです。義援金のみの受付となりま
すのでご理解、ご協力について、よろしくお願いいたします。

義援金名

宮城県台風18号等
災害義援金

募集期間

平成27年
11月30日（月）まで

金融機関

七十七銀行　県庁支店
（店番号206）

口座番号

普通預金
0100897

口座名義人
社会福祉法人
宮城県共同募金会
会長　樋口稔夫
（ﾋｸﾞﾁ　ﾄｼｵ）

栃木県台風18号等
災害義援金

足利銀行　県庁内支店
（店番号102）

普通預金
5018312

社会福祉法人
栃木県共同募金会
栃木県台風18号等
災害義援金

茨城県台風18号等
災害義援金

常陽銀行　本店
（店番号004）

筑波銀行　県庁支店
（店番号0６0）

普通預金
3732194

普通預金
1135776

社会福祉法人
茨城県共同募金会
茨城台風18号
災害

◆上記いずれも、当該金融機関の本店・支店からの振込手数料は無料となります。
◆上記いずれも、ＡＴＭ及びインターネットバンキングを利用しての振込みは、手数料がかかります。

歯周疾患検診を受けましょう！

対 象 者

※お問い合わせ先　山形県後期高齢者医療広域連合事業課　給付係　☎０２３７－８４－７１００

　山形県後期高齢者医療広域連合では、高齢期における健康を維持し、食べる楽しみを、いつまで
も得られるよう、歯を失う大きな原因となっている歯周疾患の予防を目的に、歯周疾患検診事業を実
施しています。お口の健康は、全身の健康につながります。27年度の対象となっている方は、この機
会にぜひ受診してください。

山形県後期高齢者医療連合会よりお知らせ

昭和14年４月１日から昭和15年３月31日に生まれた方で、保険証（後期高齢者医療被
保険者証）をお持ちの方

実施場所 山形県歯科医師会に所属している歯科医療機関

実施期間 平成27年８月１日から平成27年12月31日まで
実施料金 無料

受診方法 事前に受診する歯科医療機関に予約してください。その際「山形県後期高齢者医療
広域連合の歯周疾患検診」であることをお伝えください。

受診の際の
持ち物 受診券・受診票・保険証

※対象の方へは、平成27年７月31日付けで受診券・受診票等を送付しております。紛失等された場合及
　び不明な点がある場合は、下記までご連絡ください。

自分の歯を大切に！　楽しい毎日は健康な歯から

かんし しゅうしっ

第4７回芸文祭のご案内
　中山町芸術文化協会主催による第４7回芸文祭が下記の日程で開催されます。ご家族、友人などお誘
い合わせのうえ、ぜひ会場へお越しください。お待ちしております。　
●作品展示期間　１１月1日（日）～３日（祝）午前９時～午後6時（最終日３日（祝）は午後４時まで）
●作品展示会場　中央公民館

１階 ロビー 生け花展（華道栖草流、池坊、祥月会）
第１研修室 短歌作品展

２階
ロビー（ギャラリー） 絵画（いちほ会）写真展
第２研修室 書道連盟展
第１・２会議室 書道協会展、民俗研究展
第３会議室 俳句作品展

●ステージ発表とお茶席
期　日 上　　演 開演・終演 会　場

１１月１日
（日） 合同発表会

倭楽（倭楽保存会）、剣詩舞（恵
風会）、詩吟（岳風会）、新舞踊（は
なぞの竹志乃会）、民舞（藤み会）、
女性合唱（中山町オリオンコール）

１３時～１6時 中央公民館
大ホール

１１月３日
（祝） お茶会 裏千家（伊賀社中） １０時～１５時 中央公民館

１階第２和室
１１月３日
（祝） 秋の素謡会 謡曲（心謡会） １３時～１6時 中央公民館

１階第１和室
 　　　　　　　　　※開催内容に変更があった場合はご了承願います。

※お問い合わせ先　中山町芸術文化協会　事務局　秋葉芳樹　☎662-2228
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ひめさゆりの植栽を行います

※お問い合わせ先
　中山ロータリークラブ　斉藤眞一　☎6 6 2‐ 4 2 8 6

　中山ロータリークラブでは、毎年管理支援事業
として、豊田小学校行事の“ヒメサユリ”の植栽
を児童と一緒に行っています。今年は下記日程で
植栽を行います。
●日　時　10月29日（木）午後２時～３時　
●場　所　豊田小学校裏山　野草観察園
　花見の時期は、小学生はもちろんですが、広く
町民をはじめ多くの方からお越しいただきたいと
思っております。
　見頃は、５月下旬～６月上旬です。

おりがみおたすけ隊

　

●　本をみてもうまく折れない方に折り方の指導を
　いたします。

　
※お問い合わせ先
おりがみおたすけ隊　渡辺
　　　　　　　　　　☎0 9 0‐ 7 0 7 8‐ 1 4 8 2

（中山町「やってみっべ」活動支援補助金を活用し
　た事業です。）

●　毎月第１日曜日　ほんわ館で午前10時から
　午後１時まで開設しています。
　　11月は１日です。
　　11月の特集コーナーは　来年の干支のサルと
　　ピカチュウです。
●　おりがみおたすけ隊は無料です。
　　折り紙もたくさん用意しています。

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 10/27（火）
９：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　印かん、妊娠届出書
　この日時で都合の悪い方は、ご連絡ください。

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

10/27（火）
10：３0～11：３0

育児全般について、保健師または管理栄養士が
相談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

定期健康相談 10/27（火）
10：３0～11：３0

生活習慣病予防・健康診査に関する相談に関す
る相談予防接種についての相談を行います。

乳 児 健 診

10/28（水）
☆11か月児
1３：00集合
☆３か月児
1３：20集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成2６年11月・27年7月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、交

換用おむつ（11か月児は歯ブラシも）

パパママ教室 11/ 5（木）
９：３0集合

保健福祉
センター
２階会議室

平成28年１月～３月に出産予定の方（ご主人も
いっしょに参加できます）。参加を希望される方
は10月28日（水）までに健康福祉課健康づくり
Ｇへ申し込んでください。
●持ち物　母子手帳、筆記用具、エプロン、
　　　　　米１人40ｇ

食生活改善養成
講 習 会

11/ １（日）
9：00～15：00

各地区養成員の方
●内　容　午前…①生活習慣病予防の食生活
　　　　　　　　②調理実習
　　　　　　　　③体脂肪測定（なるべくストッ

キングは着用しないでください。）
　　　　　午後…軽運動
●持ち物　エプロン、三角巾、米80ｇ、筆記用具、

テキスト
　動きやすい服装、ズックでお越しください。
◆出欠の連絡を10月2３日（金）まで健康福祉課
健康づくりＧへご連絡ください。

総 合 検 診

11/ 7（土）
受付時間

7：40～９：３0 保健福祉
センター
検診ホール

今年度未受診の方。今年度最後となります。
※送迎バス
　向新田公民館7：15　達磨寺村寺前7：18
　東部地区多目的センター（旭町）7：2３
　中山町役場7：27　北小路ローソン道路はさ
んで南側7：３0　中央公民館7：３4　小塩構
造改善センター7：40　岡地区文化交流セン
ター7：45　豊田地区農業集落多目的集会施
設（土橋）7：48　大津商店前7：52　西部
地区公民館（金沢）7：55

11/19（木）
受付時間

7：40～９：３0

・特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
・申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●持ち物　問診票、検体採取容器、前年度または前々年度の特定健康診査結果、検診料金。40歳以上の方は、
医療保険証を必ずお持ちください。

◆詳しくは、平成27年度中山町健康診断実施のご案内をご覧ください。（申し込まれた方に送付しています）
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同
セ
ン
タ
ー
へ

【
子
育
て
が
今
よ
り
も
っ
と
楽
し
く
な
る
コ

ツ
を
教
え
ま
す
】

①
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

【
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別
相
談
会
】

①
山
形
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
☎
６
２
４
‐

８
２
２
８
）　
②
１０
月
２７
日
（
火
）
午
前
１０

時
～
午
後
３
時　
③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

や
ま
が
た
（
山
形
市
双
葉
町
１
‐
２
‐
３
）

“
フ
ァ
ー
ラ
”（
☎
６
４
５
‐
８
０
７
７
）　

②
１１
月
１８
日
（
水
）
午
前
１０
時
～
正
午　
③

山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴

覚
室　
④
講
演
…
元
山
形
大
学
教
授　
髙
橋

芳
子
氏　
⑤
先
着
３０
名　
⑥
無
料　
⑦
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

山
広
域
７
市
７
町
う
ま
い
も
の
フ
ェ
ア
を
開

催
し
ま
す
。

【
第
３5
回
み
ち
の
く
こ
け
し
ま
つ
り
】

①
山
形
市
観
光
物
産
課
内
同
実
行
委
員
会

（
☎
６
４
１
‐
１
２
１
２
（
内
線
４
２
５
）　

②
１１
月
７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）（
午
前

１０
時
～
午
後
４
時　
③
山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
（
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）
１
階
展
示
場　

④
入
選
作
品
の
展
示
、
無
審
査
工
芸
人
作
品

の
販
売
、
抽
選
会
、
絵
付
け
体
験
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
。

【
上
山
市
産
業
ま
つ
り
】

①
上
山
市
商
工
会
（
☎
６
７
２
‐
２
０
５
７
）　

②
１０
月
３１
日
（
土
）
～
１１
月
１
日
（
日
）

③
三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

④
上
山
市
、
名
取
市
の
特
産
品
の
販
売
や
、

楽
し
い
も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
。

【
や
ま
の
べ・ま
る
ご
と・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

①
山
辺
町
商
工
会
（
☎
６
６
４
‐

５
９
３
９
）　
②
１１
月
３
日
（
火
）
午
前
９

時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分　
③
町
民
体
育
館

と
そ
の
周
辺　
④
町
の
地
場
産
品
を
一
堂
に

集
め
、
展
示
即
売
を
実
施
。

【
第
４
回
や
ま
の
べ
星
ふ
る
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ

ン
大
会
】

①
や
ま
の
べ
星
ふ
る
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局　
山
辺
町
総
合
体
育
館

内
（
☎
６
６
４
‐
７
２
６
３
）　
②
１１
月
３

日
（
火
）
午
前
１０
時
ス
タ
ー
ト　
※
雨
天
決

行　
③
山
辺
町
中
央
公
園（
ス
タ
ー
ト・ゴ
ー

ル
）

●通り慣れた道でも油断せずに、車に十分注意しましょう
●正しい場所（歩道、路側帯、道路の右側）を歩きましょう
●遠回りでも信号機のある場所や横断歩道を渡りましょう
●斜め横断はやめましょう
● 夕方からの外出は明るい服装と夜光反射材を身

につけましょう
● 車に乗ったら全席でシートベルトを着用しま

しょう

夕暮れが早まるこれからの時期、
高齢者の交通事故が多発します！

高齢者の交通事故防止推進強化月間
10月 15日（木）～ 11月 14日（土）まで
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